
2018年 

7月31日(火)   

参加を希望される方は、FAX・E-mailのどちらかにより事前の申し込みをお願いいたします。 

申し込みの際は、ご氏名・ご所属・ご連絡先を明記ください。申込締切 7月26日（木） 

※駐車場がございませんので、公共の交通機関のご利用をお願い申し上げます。 

熊本学園大学付属産業経営研究所2018年度第1回研究会 

＜申し込み・問い合わせ先＞ 

熊本学園大学付属産業経営研究所（担当：学術文化課）  

FAX：096-364-5201(専用)    

E-mail：sankei@kumagaku.ac.jp   

〒862-8680 熊本市中央区大江２丁目５－１  

TEL：096-364-5161(代表) 

 
1 6 : 0 0 ～ 1 8 : 0 0 
[ 会 場 ] 熊 本 学 園 大 学 
1 4 号 館 2 階 1 4 2 2 教 室 

東日本大震災より前にBCPを策定していた鈴木工業の事例から、同社のBCPが東日本大

震災時にどのような役割を果たしたのか、またBCPを有効に機能させるためにサプライ

チェーンを含めた取引先との連携をどのように進めているのかについてお話いただきま

す。BCPを策定中の企業にとって、BCP策定のヒントが得られるよい機会となります。  

 

講演者 鈴木 伸彌 
す ず き  し ん や  

氏（鈴木工業株式会社 代表取締役） 
     

    鈴木工業株式会社 概要 

    仙台市若林区で廃棄物処理及びリサイクル、上水下水施設設備のメンテナンス、   

    エコロジー商品の販売などを行なっている。2009年にBCMの成果物である     

    BCP（事業継続計画）を策定。2011年3月 東日本大震災により施設等が壊滅的 

    被害を受けるが、同日、BCPを発動し事業早期再生の行動を開始。2011年 

    4月には、全施設を復旧させた。同社の取り組みは、中小企業白書への掲載、    

    2011年のAPECにて発表されるなど注目を集めている。  

 

参加費 

無料 


